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装着 して咬合状態を確認しながら歯冠モデル形態の

ブラッシュアップを行ったのちに,再度3Dス キャ

ナにより三次元量子化した。

2)昨年度データベース化したヒューリステイック

評価項目を用いて採点の再現性を検証した結果,従

来型の評価方法では実習成果物の品質向上および結

果 を踏 まえた具体的な技術指導が難 しいため
,

PDCAサ イクルに則った評価基準および方法にする

べ く,抜本的な改善と工夫を検討する必要があるこ

とが判明した。そこで再現性の高い評価基準とする

ために,評価の基本形を一歯単位から一口腔単位と

し,全体の連続性から各歯のあるべき形態の許容範

囲を割 り出し,あ らためて各歯の評価基準を策定す

ることになった。

低エネルギー電子線照射によるレジン系

歯科補綴物の無害化処理の実用化

研究代表者 伊藤 圭一 (歯科技工士学科)

研究実績の概要

高分子材料の重合促進と架橋反応を起こす低エネ

ルギー電子線 (LEB)を 歯科用メテルメタクリレー

ト系樹脂 (MMA樹脂)で ある義歯床用加熱重合レ

ジンや義歯のリライエング用即時重合 レジンに照射

すると,MMAモ ノマーの溶出量が減少することが

報告されている.こ の効果は,歯科補綴治療で高頻

度に使用されているメチルメタクリレー ト (MMA)
材料の生体為害性を低減させることに寄与するもの

と考える.本研究は,LEBを MMA樹脂に照射 した

際の物性を測定し,LEBがMMA樹脂に与える影響

を検討することを目的に実施した.

調査項目は実際の有床義歯補綴治療を想定し決定

した。義歯表面の傷の付きやすさに素がる表面硬さ

についてはロックウェル硬さ試験,義歯を清潔に保

つために重要な吸水性については飽和 11吸水量,義歯

修理時に重要となる接着性についてはせん断様の試

験とし,それぞれの調査項目に対して適切な試験を

実施してきた。それぞれの試験結果からはLEB照射

と未照射の条件において有意差は認められなかっ

た。接着試験において,LEB照射 した加熱重合レジ

ンの被着面に即時重合レジンを接着する条件で,接

着強さが大きくなる傾向が示唆された.ま た,破断

面の観察ではLEB未照射では界面破壊であったが ,

LEB照射後の被着レジンに接着レジンを接着する条

件では混合破壊もしくは被着材破壊に近似 した様相

であった.本研究で実施した試験結果からは,対象

とした義歯床用 レジンに対 してLEB照射を行っても

物性を低下させないことが示唆され,LEBがMMA
樹脂に与える影響を検討することができた。

歯科技工士が参画する歯科訪問診療が

長寿社会に貢献する

研究代表者 野村 章子 (歯科技工士学科)

日本は世界有数の長寿国 (平成21年 の厚労省統計 :

平均余命が男性79.6歳,女性864歳 )であ り総人口

が数年経つと減少してくるにもかかわらず後期高齢

者は増加 し,長寿社会が益々進行すると推定されて

いる。そのような社会情勢を踏まえて,すべての要

介護者や有病高齢者のために歯科医師の熟練度に左

右されない義歯治療 レベルを保つ歯科訪問診療体制

が必要であると考える.長寿社会,特 に,団塊世代

の高齢化の前に,歯科技工士が積極的に参画する義

歯治療訪間診療体制を確立することが本研究の目的

である。

平成23年度の実績

1.歯科技工士が参画する歯科訪間診療体制につい

て,義歯治療を支援するための項目の明確化,訪問

時の歯科技工環境と防塵 。感染対策,さ らには歯科

技工士が歯科医師や歯科衛生士と連携する訪問診療

体制に関連性の高い資料を収集した.その結果,義

歯の製作に対する新 しい治療方法の提案に至った。

第一は,「要介護高齢者の義歯着脱に関する補助具

の製作方法」.第二は「在宅診療における効率的な

義歯精密印象採得の試み」である.早急に義歯を装

着して口腔機能を回復することが必要な症例が多い

ことに着 目し,安全性を確保 しつつ効率的な治療術

式を,歯科技工士と協同で考案した。その詳細を国

際歯科補綴会議で報告した。

2.歯科訪間診療の実態を調査する目的で,歯科医

師 1名 と歯科技工± 9名が介護老人福祉施設を訪問

し,要介護度 。□腔内状況,義歯の状態,食事状況

を調査,分析 した。その調査結果から義歯の重要性

を確認することができたので,その詳細を日本歯科

技工学会で報告 し,多 くの研究者の評価を得た。


